
全能の神よ、聖なる福音をふさわしく告げるため、わたしの心と口を清めてください。 

福音のことばによって、わたしたちが罪から清められますように。 

主日の福音 2024/8/25(No.1312) 

年間第 21 主日 (ヨハネ 6:60-69) 
信仰に上限を付けると「ひどい話」に聞こえる 

 

「種を蒔く人」のたとえをご存知でしょう。ルカの８章にありますが、
たとえを説明するくだりの 13 節に「石地のものとは、御言葉を聞くと喜
んで受け入れるが、根がないので、しばらくは信じても、試練に遭うと
身を引いてしまう人たちのことである」とあります。  

試練は、私たちの信仰がどこまで成長しているのかを確かめる機会と
なります。イエスを信じる信仰は、中田神父の考えでは「どこまでもイ
エスのことばと行いに従うこと」だと理解していますが、信仰がそこま
で成長していない人の場合、「これ以上は信じられない、これ以上はつ
いていけない」と、見切りを付けてしまいます。  

イエスに従い始めた人々の中には、そうやってイエスに見切りを付け、
離れていく人々が現れ始めていました。「実にひどい話だ。だれが、こ
んな話を聞いていられようか。」（6・60）離れていく弟子たちとは、イ
エスのことばに自分たちの方から見切りを付けた人たちです。本当はイ
エスの進む道に最後まで従うことが正しいのに、正しさを貫くことが出
来ませんでした。  

試練は、現代の教会でも当然起こります。教会活動を続けていくため
に、礼拝のための聖堂は欠かせませんが、建物ですから年数が経つと当
然手を入れる必要があります。更に年数が経てば、建て替えの必要も出
てくるでしょう。  

しかし、耐震補強や教会建設で積み立てが必要になると、なぜか一定
数の人々は背を向けてしまいます。あからさまに転出する人々も出てき
ます。残念なことですが、自分たちで自分たちの教会を続けていくため
に協力しあいましょうと呼びかけると、身を引いてしまう人々がいるの
です。ただ不思議と、補強工事や教会建設が終わると戻ってきます。  

その教会にとどまって耐震補強や教会建設に協力してくれる人々は、
それが「必要だと信じ、必要だと知っている」人々です。イエスがパン
を取り、割いて弟子たちにお与えになった。杯も同じようにして分けて
くださった。そのために今の建物に手を加えたり、新しく建て直したり
することを「必要だと信じ、必要だと知っている」これは、現代にあっ
て最後までイエスへの信仰に従う中での試練だと思います。  

イエスへの信仰は、試練によって鍛えられます。ペトロの手紙に次の
ように書かれています。「あなたがたの信仰は、その試練によって本物
と証明され、火で精錬されながらも朽ちるほかない金よりはるかに尊く
て、イエス・キリストが現れるときには、称賛と光栄と誉れとをもたら
すのです。」（一ペトロ 1・7）  

イエスに最後まで従っていく弟子たちの言葉にもう一度耳を傾けま
しょう。「主よ、わたしたちはだれのところへ行きましょうか。あなた
は永遠の命の言葉を持っておられます。あなたこそ神の聖者であると、
わたしたちは信じ、また知っています。」（6・68-69）  

今では懐かしさすら覚えますが、私たちの信仰もこうでありたいもの
です。イエスへの信仰は、「ここまでは信じるけれどもこれ以上は信じ
ることができない」というものではなく、試練の中で「信じます」と繰
り返すことで磨かれていくのです。  

年間第 22 主日 (マルコ 7:1-8,14-15,21-23) 


